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中学校 に おけ る 「総合的な学習の 時間」 開発過程の 影響要因

　　　　　　　一 3 つ の 中学校に おける事例研究か ら一

濱元 伸彦　（ラ トガーズ大学大学院）

1 ．は じめ に

　 「総合 的 な学 習の 時 間」 （以 下、総合 学習 ）が 学習指導

要領の 中に登 場 して か ら 9 年が経 と う と して い る。こ の

間、全て の 公 立学校が こ の 「教科書の な い 」 教 科 横 断 的

な 学習 プ ロ ジ ェ ク トの 開発 に 試 行錯 誤 し つ つ 取 り組 ん で

きた。こ れ に よ っ て 学校 は 、多様な 体験 的 ・問題 解決 的

な 学習 を取 り入 れ る機会 を もち、MacDonald （2006）が云 う

よ うに、市民社会 との 接点 を よ り多 く持 っ よ うに な っ た 。

　 しか し、総 合 学 習 の 実施 は ま た、学校 に 様々 な 実施上

の 課 題 を浮 上 させ 、特 に 中学校 に お い て そ の 実 施 に 反 対

の 声 が 多 い 。こ れ まで の 質 問紙 調査 （文 科省 2eo5、耳塚

他 2003） の 結 果 に よれ ば、教 員 は、総合学習 を準備 し実

施す る た めに 必 要 な 時 間 的余 裕 や人 的 リ ソ
ー

ス を 欠い て

い る。総合学習の 不十分な実 施 状況 や 教科 の 授 業時数の

削減 が背景 に あ る た め か 、特 に 中学校 で は、総 合 学 習 が

生 徒 に 対 し て もつ 教育効果 を 疑 問視 す る 声 が 多 い （文 科

省 2005 、紅林他 2006 ）。

　
一

方で 、学習指導要領の 完全 実施 に前 後 して 高 ま っ て

きた 学力低 下論や、そ れ に 対応 し た 文科 省 の 改革 路線 の

見 直 し な どは 、総 合 学 習 の 実 施 で 試 行 錯 誤 し て い た 現 場

の 教 員 を 当惑 させ 、か れ ら の 総合 学 習 へ の 関わ り を弱 め

た可 能性も否定で きない。

　 以 上 の よ うに、学校内外 に お い て 様 々 な 実施 上 の 課題

が 存 在 した と 考え られ る 中、学 校 は どの よ うに総 合 学 習

を理 解 し、そ の 開 発を進 め て きた の か 。そ の 開発 プ ロ セ

ス に は 、どの よ うな 学校 内部 ・外 部 の 影 響 要 因 が 存在 し

た の か。本発表で は、総合 学 習の 実 施 を問題 視 す る声 が

特に 多い 中学校 レ ベ ル に 焦 点 を絞 り、大 阪 府 の 三 っ の 中

学 校 に お け る 、こ れ ま で の 総合 学 習 の 開 発 過 程 を 長 期的

な 視点 で 検討 し て い く。

2　 理論枠組

学習指導要領が示 す よ うに 、総合学習で は、「各 学校 が 、

地域や学校、生徒の 実 態 等 に応 じ て 、横断 的 ・総 合 的 な

学習や 生 徒の 興 味 ・関心 等 に基 づ く学 習 な ど創意工 夫を

生 か した 教育活 動 を行 う」。こ う した、カ リキ ュ ラ ム 開発

に お ける 主 体性 が、総合 学 習が 学 校 に もた ら し た 革新的

な点 で あっ た。こ うし た個 々 の 学 校 が 主 体 とな っ て行 う

カ リキュラ ム 開発は 、欧米の 研 究 にお い て 学校 基盤 型 カ

リキ ュ ラ ム 開発 （Schoo且一based　Curriculum　Development、

以 下 SBCD ） と呼 ばれ る。

　 SBCD の 特徴 は、教員 や 生徒 の ニ
ーズ ・関心 に あ っ た カ

リキ ュ ラ ム を学 校 独 自に作 り出せ る点 に ある （Skilbeck，

1984）。しか し、大 半 の 教師 に と っ て は 、SBCD は 共 通 カ

リキュラ ム や 教 科書 に 準拠 した 旧 来 の 指導方法か らの 大

き な飛躍で あ り、これ が行 われ るた め に は、様 々 な特別

の 条件が 整え られ な けれ ばな らない （Marsh　et　al，1990）。

学校教員 が カ リキ ュ ラム 改革 に対 して もつ ニ ーズや 関心

は SBCD を進め る上 で の 不可欠の 要因で あ る が、それ ら

の 要 因 は ま た、他の 組織的 条件 （効 果 的 な リーダーシ ッ

プ 、学校内の 協力 的 ム
ー

ド）や 多様 な リソ
ース （時 間、

専門 知識、研 修 の 機会）に よっ て 補 われ る必 要 が あ る 。

特 に、教科横断的なカ リ キ ュ ラ ム の 開発 の 場 合 に は、教

科の 異な る 教師の 共 同 プ ラ ン ニ ン グや 、生 徒 の 主 体 的 な

学習 活 動を 支援す る 仕組み の デ ザ イ ン な ど、よ り専 門 知

識やス キ ル 、リ ソ
ー

ス が不 可 欠 とな る （Vars，1993；亅  bs，

1989 ）。Marsh（1997）は 、SBCD が抱 え る共 通 の 課 題 と して 、

  教員の 時間の 不 足、  専門知 識 の 不 足、  （教 材 や 研

修 に 対 す る 〉 予 算σ）不 足、  （保 護 者 な ど）外 部 か らの

制約、  革新 を阻 む 学校 内部 の 状 況 （多数の 反 対 者、り

一ダー
シ ッ プ の 不 足 ） を挙 げ て い る。

　
一
方 で 、学校が もつ 文化 的要 因 も また 、カ リキ ュ ラ ム

開発に 大 きな 影 響を 及 ぼ す と考 え られ る。学校 は、そ れ

が もつ 制 度 上 の ニ
ー一ズ や、指 導 に対 す る既 存の 枠組 に フ

ィ ッ トす る よ う、改 革 そ の もの を学校組 織に 適合 させ る

　（Tyack ＆ Cuban， 1995； Spillane，2004）。日本 の 中学
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校 の 文脈 で い え ば、教育活 動 に お け る 集団 主 義
・活 動 主

義 （佐藤 1996）、生 徒 指 導や 進 路 指 導漬 動 の 重視 （志水

他 1989 、LeTendre ，1994 ）、教師 主導的
・
教科中心 的な学

習 指導 （Fukuzawa ，1994 ） な どが、教員の 総合学習の 理

解や 開発 実 施 の 有 り様 に 影 響 を与 え うる 要 因 と し て 挙 げ

られ る。一
方 で 、中学校教師の もっ 学年を単位と した 強

い 紐 帯 は、教科横断的な取組の 推進に プ ラ ス に働 くか も

しれ ない が、校務分掌に 規定され る教師の 多様 な 職 責が

教師 を 多忙 に して お り （酒井 ，
1998）、新 た な 取組 の プ ラ

ン ニ ン グ に 継続 的 に 関 わ る時 間 を限 定す る。

　以 上 に 挙げた よ うな要 因 が、どの よ うに相 互 作用 して 、

中学校 に お け る総合学習 開発 の 長 期 プ ロ セ ス に影 響 を及

ぼ して き た か を、事例 研 究 を も とに検討す るの が本発表

の ね らい で あ る。

3 ．調査方法 の 概 要

　 発 表 者 は、大 阪府 の 3 つ の 公 立 中学校に お け る 総合学

習 の 開 発 ・実施 に 焦点 を 当て た フ ィ
ー

ル ドワ
ー

ク を平 成

18 年 3 月 か ら進 めて い る。こ の 3 校は、現 在取 り組 ん で

い る総 合 学 習の 内容 の 違い 及び、教員全体 と して の 取 り

組 み 方 に お け る程 度 の 違 い に よ っ て 、そ れ ぞ れ異 な っ た

市か ら選 出 され た。フ ィ
ー一

ル ドワ
ー

ク は、教員 に 対 す る

半構造化 イ ン タ ビ ュ
ー、教 師 に よ る総合学習の 準備や生

徒 の 学習活動 場 面 の 観察 （観察の 開始は 平成 19年 6 月か

ら で 各校週
一

回 程 度 ）、総 合学習に 関す る 学校内資料 の 収

集 を 中心 に 行 っ て い る。特 に、イ ン タ ビ ュ
ー

で は 、各校

で 、総合学習の 推進 に 中心 的 に携 わ っ た 教師 7 〜9名 を

対象に 、各校 の 総合学習 の 特 色や ね らい 、こ れ ま で の 研

究 開 発 の 過程に つ い て 詳 細 に尋 ね た 。

　本発 表 で は 、フ ィ
ール ドワ ーク の 中 で 収集 され た、教

師に 対す る イ ン タ ビ ュ
ー

デ
ー

タ と、総 合 学 習の 実 施 に 関

連 して っ くられ た学校内の 資料 （年 次 計画 や研 修 用資料、

学校便 り など）を 主なデータ ソース と して、各 校の 数年

に わ た る 総合 学習の 開発 過程 （90 年 代 末 か ら現在 ま で ）

を歴 史的 に 辿 り、そ の 変化 を分析 す る。分 析 の 焦 点 は、

1） 各 校 が どの よ うに 総合学習の 開発 に関 わ り、そ の 取

組 の 内容を 変化 させ て い っ た か 、2 ） 取 組 内 容 の 変 化 を

促 した 学校 内外 の 要 因は 侮で あ っ た か 、の 2 点 で あ る 。

4 ．調査結果

　 調査対 象 とな る 3 校は、取 組 内容 に共 通 の 部 分 も大 き

く見 られ る もの の （2 年 生 に お け る職 業 体験 学 習、3 年

生 に お け る修 学 旅 行 との 結 び つ きや 進 路学習な ど）、学校

と して の 総 合 学 習 に 対 す る 取組 の 積 極性 や 、3 年間通 し

て の 取 組 内容 の 系 統 性 に 著 しい 違い が あ る。総合学習 を

積 極 的 に推 進 す るA 校 を 除 く 2 校 （B 校、C 校） で は、

各 学年 の 総合学習の 取組内容 に 系統性 が欠 けて い る こ と

を教員た ち自らが指摘 して い る。

　 3 校の 総合学習 の 開発過 程 に 対 し て 影 響 を与 え た 要 因

と して 、い くつ か 指 摘 で き る。最 も大 き い の は、総 合 学

習の 実践に 関心をも ち、そ の 開発 を長 期 的 に推 進 す る 教

師 と、そ の リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ に 共鳴 し協 力 す る教 師 の 存在

で あ る。例 えば、B 校 で は 2002 年の 指導要領完全実施直

前ま で 、総 合 学 習 の 実 践 を推 進 した 教 師 が 転 勤 とな り、

そ れ 以 降、そ の 開 発 は 三年 閤の 系統性 を 欠 い た ま ま ス ト

ッ プ した とい う。さ らに、管理 職や市教委 の 主導 に よ る

学校 へ の 研 究委 託 も、A 校お よ び C 校で 、総 合学 習 の 開

発 を後押 しする 要因となっ て い た。

　
一

方 で 、い ず れ の 学校 で も、総合学習 等 の 取 組 の 準備

が、教 師 の 教科 の 補充授業や 生 徒 と の 授 業 外 で の コ ミ ュ

ニ ケーシ ョ ン の 時 間 を奪っ て い る とい う意見 が あ り、総

合 学習 の 取 組は 全 体 と して 縮小 の 方 向 へ 向 か っ て い る。

A 校 で は、ベ テ ラ ン 教 師 の 他校 へ の 異動 が 、こ れ まで の

「黄金 期 の 取組 の 継承 を 難 し く し て お り、縮 小 化 の 要

因 とな っ て い る。ま た、C 校に 限 っ て は、校 区の 地 域的

背 景 に 根 ざした一
部 生徒の 問題行動 の 多さや 学 習 意 欲 の

乏 し さが 、総 合 学 習 で 「fk徒主体 」 の 学習 活 動 を推 進 す

る こ と に、教師 達 を消 極的 に し て い る。

　興 味深 い 知見 と して は 、「環境」 の よ うに 多 様 な 教科 の

知識 を総合 し探 求 す る学習テ
ー

マ は 3 校の 取組 の 中 で 消

失 しつ つ あ る一方 で 、生徒 に 「生 き方」 や 「進 路 」、「学

び の 意 義 」 に つ い て 考 え させ る よ うな 学習 活 動 が 増 えて

い る こ と で あ り、総 合 学 習 自体 が 中 学校教育の 旧 来 的 な

枠組に よ り引 き つ け られ てい く傾 向が 見 られ る。

※ な お、事例の よ り詳細な分 析 と考察、引 用文 献 は、当 日 配付

資料をご参照下 さい 。
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